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船舶インシデント調査報告書 

 

                            平成２４年１２月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 平成２４年４月２２日 １４時５４分ごろ 

発生場所 千葉県銚子市犬吠埼南方沖 

 犬吠埼灯台から真方位１９０°６.０海里付近 

 （概位 北緯３５°３６.６′ 東経１４０°５０.９′） 

インシデント調査の経過  平成２４年４月２３日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（横浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

油タンカー 第三近
きん

祥
しょう

丸、６９７トン 

 １３４０７３、有限会社伸栄海運（船舶所有者）、株式会社グロー

ウィル（船舶借入人）、近海タンカー株式会社（船舶管理会社） 

 ７３.８９ｍ×１１.２０ｍ×５.２０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成５年１０月２９日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５０年１０月９日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２０年１２月２２日 

  免状有効期間満了日 平成２６年７月１９日 

機関長 男性 ６４歳 

 四級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 昭和５０年２月２１日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２１年１２月４日 

  免状有効期間満了日 平成２７年２月２４日 

一等機関士 男性 ５７歳 

 四級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 昭和５２年４月１日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２２年５月１０日 

  免状有効期間満了日 平成２７年５月２９日 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 インシデントの経過  本船は、船長、機関長及び一等機関士ほか４人が乗り組み、平成２

４年４月２２日０６時４０分ごろしけのために錨泊していた千葉県館
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山市館山港を抜錨し、空船で宮城県仙台塩釜港に向けて犬吠埼南方沖

を北東進中、同日１４時５４分ごろ発電機による給電ができなくなっ

た。 

 本船は、機関長及び一等機関士が始動した予備の発電機に切り替え

て給電を試みたものの給電できずに予備の発電機が停止した。 

本船は、発電機原動機の始動を繰り返しているうちに空気槽の空気

が消費され、また、給電されていなかったことから電動の空気圧縮機

が運転できず、空気槽の圧縮空気を使い切って発電機原動機を始動す

ることができなくなった。 

 本船は、船舶管理会社経由でタグボートを要請し、来援したタグボ

ートにえい
．．

航されて茨城県鹿島港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ 

 その他の事項 

 

 本船は、船尾機関室型の油タンカーであり、機関室は下段及び上段

の２段からなり、下段中央に主機が、主機の前方両舷に１号及び２号

発電補機が、上段の前方に配電盤及び発電機盤が、右舷前方に２個の

空気槽が、右舷中央に３号発電補機が、左舷側には船首側から順にＣ

重油サービスタンク、Ｃ重油セットリングタンク、Ａ重油サービスタ

ンクがそれぞれ配置されていた。 

 発電機原動機の燃料油は、Ａ重油サービスタンクから切替式こし器

を通り、燃料流量計付きＹ型こし器を経て燃料流量計を通ったのち、

それぞれの発電機原動機に供給されるようになっていた。 

本船は、本インシデント時、燃料配管の空気抜きを行ったのち、発

電機原動機を始動したが、発電機原動機が始動するものの負荷をかけ

てしばらくすると停止した。 

 発電機原動機は、２個の空気槽に蓄えられた圧縮空気によって始動

されるようになっており、空気槽には、電動の空気圧縮機によって圧

縮された空気が蓄えられるようになっていた。 

 本船は、本インシデントの約１週間前、発電機原動機用燃料切替式

こし器の掃除を行っていた。 

 本船は、燃料流量計付きＹ型こし器の掃除を定期的に行っていた

が、燃料流量計の開放点検を行っていなかった。 

本船は、本インシデント後、燃料流量計をバイパスしたところ、燃

料が発電機原動機に供給可能となった。 

 本船は、本インシデント後、燃料流量計の開放点検を行ったとこ

ろ、燃料流量計のピニオンギアの摩耗及び固形化した炭化物の回転子

ギアへの付着が認められた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

不明 

あり 
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 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

 本船は、犬吠埼南方沖を北東進中、発電機原動機への燃料供給が阻

害されたことから、電源を喪失して運航不能となったものと考えられ

る。 

 本船は、燃料流量計をバイパスしたところ、燃料が発電機原動機に

供給可能となり、正常に復帰したことから、燃料流量計の作動に不具

合が生じて燃料の供給が阻害されたものと考えられる。 

 燃料流量計は、ピニオンギアが経年使用によって摩耗し、回転子が

回らなくなって油路が狭まったこと、更に固形化した炭化物が回転子

のギアに付着したことから、燃料流量計の作動に不具合が生じて燃料

の供給が阻害された可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、犬吠埼南方沖を北東進中、発電機原動

機への燃料供給が阻害されたため、電源を喪失したことにより発生し

たものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・燃料流量計の定期的な開放点検を行うこと。 

 




